
TS500-TSF 簡易取扱説明書 (標準仕様) 東邦薬品株式会社
定温搬送装置 TS500とは

1.製品仕様と外観名称、付属品

   

2.液晶画面と操作パネル

1)名称:定温搬送装置
2)形名:TS500-TSF
3)寸法:W400×D250×H320mm
4)質量:6.6kg(本体)
5)容積:4.0L(庫内:145×145×195mm)
6)電源:専用ACアダプタ(AC100V 50/60Hz)
7)内蔵電池:Liイオン電池パック 1個(60Wh)
8)庫内温度:4.0℃～37.0℃ (0.5℃単位設定)
9)外気条件:-10℃～+35℃
10)記録:庫内温度1分間隔-21日間、

フタ開閉、アラーム情報

*出荷時の庫内設定温度は20.0℃です。
*出荷時の上下限設定温度は+3.0/-3.0℃です。

フタ 操作パネルカバー 操作パネル
/液晶表示部

DCジャック

電池カバー排気口本体

ラッチ

USBポート

外観名称製品仕様
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TS500は、外気温度の変化にかかわらず庫内温度を一定に⾧期間保つことのできる、軽量コンパクトな定温搬送装置です。
特に非凍結温度条件の細胞搬送に特化した定温搬送装置です。庫内温度を4.0℃～37.0℃に設定することができます。内蔵電池
で⾧時間搬送が可能です。庫内温度、外気温度、フタの開閉、アラーム情報などを記録・表示し、付属の専用ソフトTSF TOOL
でパソコンに記録データを取り出して管理できます。

付属品

液晶画面のメイン画面表示は、庫内全体が設定温度に到達して
搬送できる状態になった場合、テキストバー④が緑色背景で
"READY FOR TRANSPORT"表示となり、庫内温度③は白色表記
となります。(下図)

液晶画面 操作パネル

上図のメイン画面表示内容を下記に示します。
⑤外部電源に接続されています。
⑦フタは閉まっています。
⑧庫内の設定温度は20.0℃になっています。
⑨記録データが搬送装置内にあります。
⑩記録中です。
⑪メイン画面表示です。
⑭電池残量は満充電状態です。

⑲フタ開錠/施錠
(オプション)

上図の操作パネル表示内容を下記に示します。
⑰庫内の温調が完了しています。
⑱内蔵電池を充電しています。満充電になっていません。
㉓外部電源に接続されています。

②外気温度
③庫内温度

④テキストバー

⑤外部電源動作

⑥電池動作

⑨記録データログ

⑩記録中

⑪メイン画面

⑫データ画面

⑬装置管理番号

①時刻表示
⑭電池残量

⑦フタ開閉状態

⑧設定庫内温度

㉓外部電源LED
⑮操作ボタン

⑯機内モード
LEDボタン

⑰搬送準備LED
⑱充電中LED

⑳記録開始/停止

㉑アラームLED

㉒電池動作LED

液晶画面

製品名

●アラーム発生時のブザー音はいずれかのカーソルボタンを押すことで消
音できます。ただし、フタを開けている時のブザー音は消音できません。

●機内モードボタンを押すと機内モードのON/OFFが切替ります。
●機内モード時は液晶画面が停止し、他のボタンはロックされます。
●機内モード時でも温度制御や記録は停止しません。
●アラームはLED点灯のみでお知らせします。

ACアダプタ
(LTE60E,LTE65ES)

電池パック

(ATR2S4P1860F)

USBケーブル

ストラップ

付属ソフト
(TSF TOOL)

取扱説明書
TSF TOOL使用説明書
簡易取扱説明書
スタートアップガイド
保証書



3.装置搬送準備 4.電源投入と温調開始
 1)ACアダプタ接続

 

 2)主電源スイッチON

5.庫内の設定温度変更 ※専用ソフト"TSF TOOL"からPC接続して設定変更します。

b

設定庫内温度

充電中 LED

外部電源 LED

液晶画面
メイン画面

1)ACアダプタを接続し主電源スイッチをONにすると、

庫内温調が始まります。

※庫内温度の初期設定は20℃です。

2)操作パネルは以下の状態になります。

上の液晶画面は、初期立上げ状態のメイン画面を示します。
庫内温度が設定上下限温度以上の場合、温度は赤文字表示とな
ります。
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●液晶画面はメイン画面が点灯表示されます。

●初期画面が安定するまで、約30秒かかります。

●外部電源LED㉔が緑点灯します。

●充電中LED⑲が緑点灯します。

付属しているACアダプタを、DCジャックとコンセントに接続して
ください。
※外部電源接続時、また切断時にはピーとブザーが鳴ります。

●電池カバーを開けて電池が入っているか確認してください。
●電池コネクタが装置本体に接続されているか確認してください。
●主電源スイッチをONにしてください。

DCプラグ
DCジャック

ACアダプタ

●内蔵電池だけでは初期の冷却動作はできません。
速やかにACアダプタで外部電源に接続し、庫内の温調と内蔵
電池の充電を始めてください。

●内蔵電池の2個目を接続する場合は、満充電の電池を用意して
ください。装置本体では1個目しか充電できません。

1)TS500のUSBポートと"TSF TOOL"がインストールされた

PCをUSBケーブルで接続します。接続後、PCから設定温度

の変更を行います。

●"TSF TOOL" ソフトのインストールにつきましては

付属の"TSF TOOL 取扱説明書"をご参照ください。

●設定変更後は、その温度が初期値になります。
3)変更した設定温度で、温調が開始されます。

※設定温度の20.0℃として説明を続けます。

ACプラグ

コンセント

主電源スイッチ

電池カバー

内蔵電池

電池コネクタ

TS500

USBポート

USBケーブル

PC

2)専用ソフト"TSF TOOL"を起動し、庫内設定温度ⓐを選
択し、「変更」をクリックすると変更されます。
※庫内設定温度の上限・下限値は±3.0℃で設定されて
います。上限・下限値ⓑもTSF TOOLで変更できます。

a



6.搬送準備
1)収納準備確認

2)記録をスタートします。

7.収納

ⓐ庫内温度③が設定温度で安定していることを確認。
ⓑメイン画面のテキストバーが"READY FOR TRANSPORT"表示

で緑色背景であることを確認します。
ⓒ電池残量が満充電を確認します。
ⓓ充電中LEDが消灯、ⓔ搬送準備LED

が緑点灯であることを確認します。
➡搬送準備完了

※搬送準備LEDの点灯は庫内温調完了
を示します。

●液晶画面は庫内温度が下がるに従って、下のように
変化します。(★設定温度20℃の時)

1)フタを開けて収納物を収納します。
※必ず設定温度に温調した試料を

収納してください。
(写真は、血液製剤の例)

3)搬送物を収納します。
庫内は直接接触しても温度が規定範囲
を超えることはありません。
※防振等の処置が必要な場合は、

別途ご相談ください。

5)操作パネルの△上下キーを押して、メイン画面からデータ表示画面を選択します。

データ画面で記録の確認を行ってから、メイン画面に戻ります。

4)フタを閉じてラッチをかけます。

2)ラッチを外してフタを開けます。

フタを開けると次にフタを閉めるまで

ブザーが鳴ります。

↑
切替
↓

記録開始時間
庫内温度

外気温度

フタ開閉回数
電池アラームの有無

1)庫内温度が22℃以上の場合
庫内温度⇒赤文字表示

2)庫内温度が22℃以下に
なったがまだ安定状態
でない注意段階の場合
(21.5℃～22℃)
庫内温度は⇒黄文字表示
(18℃～18.5℃も同様)

3)庫内温度が規定温度範囲

に到達した場合

庫内温度は⇒白文字表示

注)テキストバーが
"TEMP ADJUSTING"表示の
場合、まだ搬送準備完了ではありません。

操作パネルの記録スイッチ㉑を押すと記録を開始します。
が点滅し、１分経過するとLOGマーク⑩が出ます。

※LOGデータが残っている場合は、記録スイッチ㉑をログマークが消え
るまで⾧押しして、新しく記録を開始してください。(記録停止はREC
マークが消えるまで⾧押し)
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8.搬送

9.記録データ読み出し  
 

お問合せ窓口
東邦薬品株式会社 物流本部 サルム推進室
〒143-0006 東京都大田区平和島2-1-1
       京浜トラックターミナル内ダイナベース５F
TEL:03-6404-8038/FAX03-3761-3071

●この簡易取説の記載は、2022年7月現在のものです。 F003P09004R2207

4)記録ログ は、TS500の記録ボタン㉑を⾧押しすると消去され、
新しく記録が開始されます。

1)TS500のUSBポートと"TSF TOOL"がインス
トールされたPCをUSBケーブルで接続します。

1)ACアダプタのDCプラグを装置から抜い
て本体に収納します。自動的に電池動作
となります。外部電源LED㉔が消灯し、
電池動作LED㉓が点灯します。

3)ストラップで肩にかけて搬送しま
す。

5)液晶画面のデータ画面で、
搬送データに異常がないか確認して
ください。

3)"TSF TOOL"で報告書形式に編集・保存ができます。

4)搬送場所についたら、ACアダプタで
電源コンセントに接続します。
機内モードがONになっている場合は
OFFにしてください。
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電池残量表示

※ACアダプタは装置本体

に収納できます。

※DCプラグを抜いた際に

ピーとブザーが鳴ります。

6)ラッチを外してフタを開けます。
収納物を取り出し、フタを閉めます。
記録を停止する場合、記録スイッチ㉑
を が消えるまで⾧押しして記録
を停止します。

●記録データの処理手順に関しては、別途

"TSF TOOL 使用説明書"をご参照ください。

2)"TSF TOOL"を起動し、TS500との接続確認後、【取得開始】ⓐ
をクリックすると、記録データがバイナリファイルで保存されます。
①温度記録、②イベント記録、③グラフに加工されて表示されます。

※機内モード中は

液晶画面停止、

他のボタンはロック

されます。

1)搬送装置は精密機械です。落としたりぶつけたり、水に濡らし
たりしないようにしてください。

2)吸・排気口は塞がないようにしてください。
3)付属の専用電源・電池を使用してください。
4)装置を分解しないでください。
5)温度校正や電池交換など、定期メンテナンスが必要です。

TS500

USBポート

USBケーブル

PC

2)電池消耗を防ぐため20秒後に液晶画面の
バックライトが消灯します。キー操作を
するとバックライトは点灯します。
※航空機に積載する場合は、機内モード

ボタンを押してください。

a

b

ⓑTS500は庫内温度の
設定が4.0℃～37.0℃
まで変更できます。
また、アラーム動作の
上下限温度の設定も変
更できます。


